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　四ッ谷は嘗て美濃高須藩主・松平摂津の守の上屋敷があった場所で、”津の守”は風光明媚な庭園として新都・
東京の名所となり、花街として賑わった時期もあった。この作品の計画地となった現在の荒木町の”津の守弁財天”
付近では、多くの池が埋め立てられ、 横に小さな池＝策（むら）の池を残すのみとなった。本計画はこの策の池
を中心に、失われつつある下町の暮らし方を見直し、下町の暮らし方を持った住宅の集合体の提案である。下町
の暮らしとは、そこに暮らす人々の濃密な関係を基に、独自のコミュニティを築き上げてきたものと分析し、こ
の少し閉じた関係を集合体の建物として実現するために、縦の EV 動線、光や風の通る空間に路地を配置した上に、
住民の生活ユニットを組み込んでいる。下町的なコミュニティを、ひとつの水平・鉛直に広がる集合体に完結さ
せようとする試みは大変興味深い。しかし、下町の暮らしといえども地震や火災等に対する安全性に確保は必要
不可分なものであり、計画図面や模型からその配慮が感じられなかったことは残念である。住まい方には多くの
先輩たちによる幾多の提案があり、時と共に 変わる人々の暮らしを見つめ、提案を続ける建築家として活躍され
ること期待しています。   （審査委員：古川 洋）

　港湾・河川を抱える都市は海辺・水際に対して積極的に関わりを持つべきだ、という議論が勢いをもって
いた時代があった。あれから 20 〜 30 年を経て「ウォーターフロント」という言葉が死語となりつつある
現在の東京だが、殺伐とした湾岸景観を見れば、かつての問題意識がいまも有効であることは明らかだ。そ
の意味で、本作のテーマ設定と敷地選定は妥当である。ただし、作者の説明通りに、屋根伏の形状検討から
空間計画を導き出したと捉えれば誤読となろう。本計画は、複合施設の設計と呼べる範囲に留まるものでなく、
むしろ地区計画に近い。評価するべきは、この広大な敷地を通過・横断する人々の動きを、まるで水や風の
流れを扱うかの如く、ダイナミックにデザインしようと試みた点にある。非常に大規模な計画であるため、
細部の欠点を指摘するのは無粋か。しかしやはり「公共空間」の提案なのであるから、もっと人間的なアプロー
チに努めてもらいたい。たとえば、モジュールはより身体寸法に近づけるべきだし、個々の施設にはもっと
繊細なディティールを与えるべきだろう。さらに欲を言えば、フェリーターミナルと繋がる部分も、同じ思
想をもって設計してみて欲しかった。                                                                   （審査委員：矢野 裕之）
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　「下町」。都心という立地、
住宅需要の増加、密集した住
宅群が、濃密な住民間の関係
を形成してきた。下町の暮ら
し方は現在の社会における開
くというあり方ではなく、少
し閉じることで関係性を得て
きた。しかし下町の暮らし方
は、耐用年数を超過した建物
の倒壊や火災による広範囲で
の延焼の危険、変化する世帯、
そして周辺から流れ込んでく
る再開発の波によって失われ
つつある。本卒業設計では失
われつつある下町の暮らし方
を再構築する。開くことへの
アンチテーゼ。少し閉じるこ
とでの関係性。下町的暮らし
方をもった住宅の集合体を計
画する。

恥ずかしがりやの集合体　 都市における新しい「下町」的生活のすすめ
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 臨海副都心地区は新フェ
リーターミナルやカジノ誘致
など、大規模な開発計画が練
られている。
 これから国際都市として開
発地の進む地域において大切
なのが質の高い公共空間の確
保であり、かつ国際的に注目
を集める前衛的なプロジェク
トである。必ずしも機能ばか
りが重要なわけではなく、
人々の感性に何かを訴えかけ
るようなそんな文化的な公共
空間として、私は波の形態を
テーマにランドスケープと建
築の融合を試みた。全体を覆
うランドスケープは多様な形
態とそれにより生み出される
空間のシークエンスを、内部
に入る美術館は従来の格式
張った形式から脱却し、様々
なランドスケープのアクティ
ビティの一部として利用され
ることを考えた。

ARTSCAPE　 形態と空間から考える公共空間


